
都市計画案に対する意見書の要旨及び区の回答 

 

都市計画の種類及び名称 東京都市計画 渋谷二丁目 22地区第一種市街地再開発事業 

 

 縦覧期間・場所 意見書の数 

都市計画案の縦覧・意見書

の提出 

令和７年５月 26日から 

令和７年６月９日まで 

 

渋谷区役所都市整備部都市計画

課及び渋谷区ホームページ 

意見書：３通 

 

 

【意見書の要旨と区の回答】 

■都市計画全般に関するご意見 

No. 意見書の要旨 区の回答 

1.   今回の再開発事業による、国道デッキと

の接続や駅との接続により各方面へのア

クセスルートが増えることで、通勤時な

どの混雑が少しでも緩和されることを期

待している。 

 区としても、渋谷二丁目 22地区の再開発

計画による、駅とまちをつなぐ多層の歩

行者ネットワークの形成は、区民や来街

者の利便性を向上させ、更には地区計画

の目標に掲げる「誰もがめぐり歩いて楽

しい回遊性のあるまち」の実現に資する

ものだと考えています。 

2.   渋谷駅東口側の発展が進む中、この街区

の開発によりデッキや地下通路で渋谷駅

と繋がることで、利便性の向上や活気が

生まれることを期待している。映画館や

商業施設も入る予定で、渋谷らしいにぎ

わいのビルの完成が楽しみだ。 

 区としても、渋谷二丁目 22地区の再開発

計画は、渋谷駅周辺にて整備の進む都市

基盤の強化、渋谷らしいにぎわいのある

ストリートの創出により、利便性と魅力

の向上につながるものだと考えていま

す。 

 渋谷らしいにぎわいあるストリートの創

出に向けては、特別区道第 926号路線に

面する部分に連続的・立体的に商業を配

置するとともに、日常的なにぎわい形成

に資する多様な活用を想定した広場の整

備をすると再開発準備組合から聞いてい

ます。 

3.   意見結論 

本再開発事業は、検討段階に「渋谷区まち

づくりマスタープラン」及び渋谷区まちづ

くり条例に準拠していない。従って、本再

 原案における回答のとおり、渋谷区まち

づくりマスタープラン（令和元年 12月）

（以下「マスタープラン」という。）が目

指すまちづくりの実現に寄与するものと
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開発事業は一旦白紙ベースで、改めて「渋

谷区まちづくり条例」及び「渋谷区まちづ

くり条例」に即した検討プロセスを経て、

本再開発事業が「渋谷区まちづくりマスタ

ープラン」を実現するものである事が合理

的に証明されるまで、認めてはいけない。 

 理由  

本再開発事業は、「渋谷区まちづくりマス

タープラン」第７章まちづくりの実現に向

けてに反すると推察される問題が、複数あ

る。そしてその原因は、検討プロセスにお

いて「渋谷区まちづくりマスタープラン」

及び「渋谷区まちづくり条例」違反が複数

ある。 

【原文：別添１】 

して、渋谷区まちづくり条例に基づき、

検討された計画であるため、本再開発事

業を白紙ベースで見直す考えはありませ

ん。 

4.   用途はオフィスと映画館だが、日本全国ど

こにでもある。渋谷のシティプライドを壊

す事業である。 

 案の理由書に「創造文化都市にふさわしい

文化施設の導入」とあるが、本再開発事業

で整備される映画館は該当しない。映画は

コンテンツを消費する場所であり、文化の

創造ではない。 

 原案に対する意見と区の回答で、「映画館

は（中略）旧東急文化会館が担っていた渋

谷の文化の記憶を受け継ぐ施設です。」と

回答しているが、これは懐古趣味であり、

文化ではない。 

【原文：別添１】 

 「創造文化都市にふさわしい文化施設」

は、映画館や商業施設なども含めて、

人々が多様なコンテンツに触れ、交流

し、情報を発信する場としての文化・エ

ンタメ機能を指しています。 

5.   案の理由書に「歩行者ネットワークやにぎ

わい景観を形成するため」とあるが、渋谷

駅周辺では既に一定の回遊性があるため、

本再開発事業は特別に寄与しない。 

 原案に対する意見と区の回答で、「この広

場等は、空間の創出のためというだけでな

く、渋谷民が主体的に地域まちづくり活動

を行い、個性豊かなにぎわいのあるまちを

 ご認識のとおり、渋谷駅周辺では、既に一

定の回遊性はありますが、各エリアを結ぶ

歩行者ネットワークが十分に整っていな

いなど課題が残されています。本再開発事

業では、こうした課題の解消に向けて、渋

谷駅東口地区と周辺地域をつなぐ歩行者

ネットワークの強化を図ります。 

 公共的な広場や沿道の整備は、今回の再
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創出する場所として、区が推進する地域の

活性化に必要」とあるが、どの程度地域の

活性化に必要であるものか全く示されて

いない。 

【原文：別添１】 

開発事業において、地域環境向上のため

の必須条件としています。 

6.   本再開発事業が環境サステナビリティ向

上のためのものではないことは、案の理由

書や計画書の建築施設の整備に記載がな

いことから明らかである。渋谷駅東口地区

都市計画素案意見交換会では、主な取組み

として「環境負荷低減と防災対応力強化」

が説明されているが、従前と従後のエネル

ギー使用量を数値化して示すことを要求

したにもかかわらず、回答がない。 

 非常用発電機設備は、新設でなくとも、既

存建築物に設置することは可能である。 

【原文：別添１】 

 本再開発事業では、熱負荷の低減、高効率

な設備機器の導入、緑化などに取り組むこ

とで建物の省エネルギー化、エネルギーの

効率利用、 ヒートアイランド現象の抑制

などを図ると聞いています。 

 再開発事業で非常用発電機設備を設置す

ることにより、個別建物ごとではなく、施

設全体をカバーすることができ、効率的な

機器配置が可能になります。 

7.   原案に対する意見と区の回答で、「都市再

開発法第１条に定められる公共の福祉に

寄与する」と回答しているが、生活文化や

創造文化を担ってきた地域住民、渋谷民や

現在声をあげられない将来世代の権利を

排除し、目先の利便を目的に進められてい

る本再開発事業は、建築基準法の公共の福

祉に寄与するとはいえない。【原文：別添

１】 

 本計画は第一種市街地再開発事業の手法

を活用し、渋谷駅から青山方面へつなが

る放射状の歩行者ネットワーク及び渋谷

駅周辺の各エリアをつなげる環状方向の

歩行者ネットワークを形成するととも

に、特定緊急輸送道路・一般緊急輸送道

路沿道の建物の更新により災害対応力の

強化に寄与します。利便性だけではな

く、にぎわいの創出や防災対応力の強化

など、渋谷駅東口地区のまちづくりに貢

献するものであり、都市再開発法第１条

に定められる公共の福祉に寄与する計画

として考えています。 

 

■その他に関するご意見 

No. 意見書の要旨 区の回答 

8.  本再開発事業は、鉄骨造がメインであるた

め、見た目の重厚感や居住性に欠ける。【原

文：別添１】 

本再開発事業は、アーバン・コアをはじめ建

物全体が渋谷駅前にふさわしい外観デザイン

となるよう再開発準備組合と協議を継続して

います。また、環境性能にも十分配慮して計
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画されています。 

9.   本再開発事業の進行でも、マスタープラ

ン第７章１（協働型のまちづくりに向け

て）の取組みが一切ない。 

 渋谷・東口地区まちづくり協議会は、入

会を自由に行うことができず、特定のも

のに利益を与えているため、渋谷区まち

づくり条例施行規則第 18条（まちづくり

協議会の認定要件）に違反している。 

 渋谷民向けのまちづくりの勉強会を開く

ため、区に、区施設使用の協力を求めた

ところ、区の事業ではないという理由

で、一般的な法人向け有料区施設使用の

案内しか受けられなかった。 

 区が開催する意見交換会等は HPと広報で

しか周知されていない。また、質問に対

して区の職員が回答するだけでコミュニ

ケーションが成立していない。 

 区は、意見を勝手に要約して回答した

り、趣旨と違う回答をしたりする。ま

た、検討をする、再開発準備組合に伝え

るといった回答でその後のフォローがな

い。 

 渋谷民が協働できていると感じない限

り、協働とは言わない。 

【原文：別添１】 

 渋谷・東地区まちづくり協議会は、渋谷区

まちづくり条例及び渋谷区まちづくり条

例施行規則に基づき、地区内の町会、商店

会、企業及び各種団体等の代表者や地区住

民などで構成されています。特定の利益を

目的とした組織ではなく、地域におけるま

ちづくりを目的として運営されています。 

 特定の公共施設の利用にあたっては、すべ

ての区民にとって公平な運用を行う必要

があり、区が関与している団体の利用や、

区の事業として位置づけられている活動

に限っています。そのため、個人の開催に

よる活動は、一般利用料金でのご案内とさ

せていただいています。 

 渋谷区ホームページ及び広報での周知に

加え、渋谷駅東口地区地区計画の区域の

関係権利者の皆様へ郵送やポスティング

により周知しています。 

 意見交換会は、地域の皆様から様々なご

意見やご質問を伺うために実施していま

す。より多くの方が発言しやすくなるよ

うな進行の工夫を検討し、地域の皆様と

双方向のやりとりができる環境づくりに

努めています。 

 なお、意見交換会終了後も、必要に応じ

て個別にご意見を伺っており、継続して

ご意見を把握するよう努めています。 

 意見交換会の記録は、できるだけ多くの

方に内容をご確認いただけるよう、読み

やすさや全体の分かりやすさを重視して

要約した形で整理しています。 

 これまでいただいたご意見については、

引き続き、再開発準備組合等と情報共有

を行いながら、丁寧な対応を心掛けてま

いります。 

 区では、住民等の意見を反映させるため
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の必要な措置として、渋谷区まちづくり

条例に基づき、都市計画案の作成におけ

る早い段階から素案としてお示ししてま

いりました。今後も、そうした場を大切

にしながら、丁寧に進めてまいります。 
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